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〔本稿は， 昭和 56年 1月15日発行の富山県牛小企業家 牛小企業家同友会全国協議会機関紙K転載されたもの
同友会機関紙「富山同友」 （ 第6 号） vc掲載し， また を一部加筆修正したものである。 〕
ご健闘を祈る
教 育 学 部 長 大 沢 欽 治
卒業生諸君は， 将来教師Kなろうと志して教育学部 本学Kも何度かな迎えした， Q.F.ポルノー博士の「教




















ます。 教育の分野K沿いてもその例外ではないでしょ く教えることは， 学ぶととである＞とかく学ぶ教師と
う。 教育現場K沿いては， 価値観の 多様化から生ずる そ， 学ばぜる教師である＞などという名言を思い出し ，
各種の問題， 生徒の非行の低年令化， 進学競争の過熱 諸君と共Kとれらの言葉を座右の銘として実践し研究
化など 多くの問題をはらみつつ， 次の世代K向って大 していきたいと念願しています。
き左波動を描きつつ進行しているようK思われます。 終わb k， 卒業生諸君の全員が揃って教壇K立てな



















経 済 学 部 長 山 崎 佳 夫
諸君の卒業を心からな祝い申し上げます。 諸君の御 しかし， 諸君の学生生活は， 積極的な意味Kないても
父兄もさぞ御満足のことと思います。 消極的な意味K沿いても， 諸君にとって意義があり成
きて， 経済学部を卒業する諸君にとって， 在学ヰの 果があったものと解される。
思い出は様々であろう。 会年聞はある人Kとって短〈， というのは， 第 1 vcよく言われるととだが， 卒業式
他の人にとって長く感じたかもしれない。 ある人の学 を英語でCommencementという。 それは始まり （be一
生生活は， 内容の濃いものであったかもしれない。 他 ginning ） を意味する。 卒業式はひとつの区切bであ
の人の学生生活は， 空虚なものであったかもしれない。 b， 反面ひとつの出発であるからである。 諸君は， 良
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かれ悪しかれ，永い人生の第1 ，章を終えたにすぎない。 人格は仕事のヰで形成されていくといわれる。 とれか











































主義の精神を植えつけた。 学校 を去るとき30 キロの長
い道を馬K乗って見送った学生達Kいったm Boys , be 
ambitious I /1 という言葉は大変有名であるが，そ
れKつYいた言栄については殆んど知られていない。
それは 、 not for money or for selfish aggrandi­
zement , not for that evanescent thing材ii ch men 
call fame • Be ambitious for that attainment 
























your country can do for you; a s k油at you can 
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教育学部 文部教官 教授 坂井誠一
経済学部 文部教官 教授 植村元覚
工 学 部 文部教官 教授 井上 浩
史林街千皇46年
。 昭和 56年生月1 日付辞職
人文・理学部 文部事務官作業員長 増山繁 次郎
教 育 学 部 文音陣務官 作業員長 辻沢弥八郎
工 学 部 文 部技官 営繕工 松丘 健治
教育学部教授 坂 井 誠 一
私は本年 4月1 日付をもって本学を停年退官すると 会って旧懐を叙する機会があb，彼等の社会人として
とになbました。 本学発足当初から在任してなbまし 立派K成長し，それぞれ一 定の役割bを果している姿
たので， ζんKちまで32年， さらに本学に包摂された
旧制富山 高等学校教授の期間をも含めると，実ftL38年





















い限b， 永続する ζとは難しいでしょう。 私は本誌の






て，鋭く 切bこまれつつあbます。 まととに厳しい学 本学を去るに当って私の頭を 去来するのは，教育基
聞の世界です。 本法第l条Kいう「真理と正義を愛し」と，同第Z条
私はこのように，研究者としては史林を歩み続けて Kいう「学問の自由を尊重し」という2 点であD ます。
きましたが，いっぽう昭和18年からは，教育者として いまさら改まって教育基本法など持ち出すととは， 唐
旧制高校 と大学K所属してきました。 この方では，あ 突の感を脱かれないとは思いますが，卒直に 現在の感
くまでも誠実K学生諸君K対してきたつもbですが， 懐をとの言葉K托したいと思います。
歴史家としてよD もさらに自信がなく，何程の成果が でも，私は幸福でした。 皆さんのよせられたこれま
あったか全くわかbません。 でも， 時々旧い卒業生に での御交誼を感謝します。 有難う。 さようなら。
定年を迎えて 大学時代の想い出
経済学部教授 植 村 元 覚
定年を迎えて今は長い間大過なく勤めた ζとを有D 伊勢の神宮皇学館大学に勤めたが，戦後マッカ ーサ一





















































































翻訳許可依頼に対する原著者の返事として， 現在600 訳され， 日本では英訳の方を知って居られる万が多い。
頁の交流回路なる本を著作ヰであるとして， 朱筆の入 岡村進先生はダール原著の「演算算法と演算子法」
った校 正刷を送って戴いて感激した思い 出があるO が簡にして要をえた本として推奨され， 訳されていた
あとで 出版された交流回路の本は手K入ったが， 今 が停途健康を害されてそのままとなって居られた。 佐
との本の表紙を見ると小さい紙がはってあり， 図書名， 野ライ ンの佐野鉄太郎先生よタ勉強のためとなすすめ
許可者 印とあb下K朱肉の印が押されている。 これは があb， 残bを訳し， コロナ 社から出版して戴いた。
応召ヰ送られて来た品のヰK誤つで混入したもので所 永井健三先生が終戦後学術振興会で99/J、委員会 （ 同
持品検査の時の用心のために所持許可をとった名残b 期の研究）を主催され， その仕事の中K非線型回路の
である。 佐渡相川の思い 出であるO 研究をも含められた。 図書出版費をえて， 「同期の研




数の儀坂仲明先生よb「非線型力学の新方法」 （ クリ て今は， 後に続く人々を励ます年令K至っている。 新
ロフ， ボゴリゥポッフ共著 ）を借用し，少しあとで， 制大学の発足当時とくらべて比較にならない程，研究
九州大学理， 北川敏男先生より「非線型力学入門J なb， 勉学なりが行い易くなっているので， 将来は大
（ 向上共著 ）を借用するととが 出来た。 何分初めての きく伸びるであろうし， 又発展を期待してやまない。
露文なので大分苦労した思い 出がある。 後者はあとで
新 任



















教育学部講師 神 川 康 子
高校 卒業後， 故郷富山を離れ， 奈良で約10年の学生 そうになるとき，いつも ζの諺を思い浮べます。 しか
時代を過したあとK， こうして， 思いがけず故郷の大 し， 現代のようK， 固まぐるしい社会では， 8年なん
学で仕事ができるようKなったととは， 私にとって， て， あっという聞に過ぎてしまうようです。 8年位で
本当に夢のようです。 しかも，附属の小・4学校の時 諦めて，転職したり， 離婚をしたb， 別の人生をと，
K， 憧れをもち， 幼左心K将来の夢をもっ 切っ掛けと あっさb方向転換をしてしまう話を時どき耳にします。
なった教生先生・・・・その先生を目指す教育学部の学生 ある女性の転職雑誌の売れ行きが目覚ましいというこ
の方がたと とれからは共に勉強や研究ができるのか とでも，どうやら， さっさと， 潔く， 見 切をつける人
と思うと， 奈良での長い学生生活や， 主婦兼業として 生が推奨される傾向もあるようです。 しかし とんな
は忙しすぎた， 研究生活と 掛持ち講師の両立も， 全 時だからとそ， じっくり腰を据えて将来を見極めてい
て無駄ではなかったんだなという気持Kなってきます。 かなければならないのではないでしょうか。 私は，い






力すれば，いくらかは確かなものKなるだろう・・・・と。 すO どうか， 永い目で自分の人生を見つめて，努力を
限bがあるとは言え，一生懸命生きれば長い人生ですO 惜しまないでください0 i>＂＇互いKがんばbましょう。
10年単位の努力をしても惜しくはないでしょう。 10年ぶりK故郷K帰えb， 少しだけ， 人生K落着き
私は， いま，不安K満ちた駆出し講師ですが， 10年 をみつけた， 今日との頃の私の心境です。
経ったら，少しは先生らしく自信もつくだろうかと， とん左私の思いがけない帰郷のせいでしょうか・・・・






















の豪雪の襲来， といった工合で，いわば double sho ck 興味のあるととろです。 専攻する法律学の観点からは，
左らぬtriple shockという状態の下vc:jo＂＞かれたから 差当たb，とうした身近な問題意識を法学的K考察す
です。 るととろから始めて，徐々K諸外固にまで範囲を広げ，
そうは言っても，人間の精神的・思想的基盤は，ど 特K A. V. Diceぁ H. W. R. Wade , J. F. Garner 






























となってしまうのである。 太閤山団地とはまさKとの が， 景観としてのそれにとどまり， 生活の豊かさに必
高度成長の象徴の様K思われる。 富山の自然の豊かさ ずしも結びついていないのは， 残念なととである。
新 任 雑 感
経営短期大学部講師 芳 賀 健 一
昨年の9 月下匂K仙台から富山K移ってきた。 まだ の短期大学部の何たるかは皆目見当がつかなかった。
5 か月しかたっていない。 とれまでの僕の生活の大半 着任早々の富山の第一印象は， 静かな， のんびタした
は， いわば黒板K向かつて費やされてきたようなもの 町だというものだったが， 半年ちかく暮らしてみても，
だが， 富大にきてはじめて黒板を背Kして過どすとと との月並な印象を変えたくなるような目Kあっていな
Kなった。 黒板を軸にしたとの位置の反転は大きい。 lハ。 短大Kついては， まず小雨降るなかでのにぎやか
けれど， セータ－re Gパ ンという外見は学生時代とい な短大祭が記憶に新しい。 しかし何よbもうれしかつ
っとうK変わっていないから， 年長者もまじる短大生 たのは， 半期の特殊講義をつうじて，熱心な学生の存
のなかでは， 教師として目立つととはほとんどないよ 在を知ったととであった。 今年はゼミをもたなかった
う払 ので，学生との接触は比較的少なかったとはいえ， 来
富大への就職がきまったとき， 教師稼業については 年度も短大生にたいするとの判断が変わるととはない
多少の想像力が働いたものの， 北陸での生活や， 夜間 と思っている。
雑 感
経営短期大学部助 手 寺 西 千代子
私が大阪から富山K来て， との四月で一年になる。 てしまったような寂しさと， 自然、のままそっとしてな
とのどろでは富山弁のアクセントにも慣れ， 影響をう きたいような気持ちKさせ られるO 北陸特有の曇bが
けやすい私としては会話のヰK富山弁が時々登場する ちの日が続いたあとK， 雪K訟がわれた立山連峰が青
ζともある。 人をよけなければ歩くととのできない都 空Kくっきタと浮かんだ姿は， 何ともいえずすばらし
会の雑踏から逃がれ， との一年間はある意味で安堵感 い。 とれが， 毎日晴天続きであったらどうであろうかo
kつつまれた生活を送るととができた。 その件でもと 多分とのような感動はなとらないであろう。 北陸の気
ぐに安らぎを与えて〈れたのは，やはり立山連峰のす 候の件でとそ立山は最も美しいのではないだろうか。
ばらしい眺めであったろう。 四季なbなり，見るたび 昨年は立山と薬師岳の頂きK立つととができた。 今





国費外国人留学生（ 研究留学生）（理学部生物学科） ｝ルfare Lamphier 
去年の三月文部省の奨学金で富山大学K留学すると 組を夢ヰKなって聞いたととは， 今とても懐しい思い
とKなった一週間後， N H K国際短波放送を夜中の二 出Kなった。 十月に自分の目で初めて見た富山の印象
時頃聞いたことがあった。 放送ヰで富山地方が紹介さ は大分頭のヰのイメージと違ったのは当然だが，一月
れた。 先ず，魚船から伝えられる海上の寒風の音， 早 に入ってやっと私の想像通bの富山Kなった。 東京で
朝K働く魚民の叫び声， 次K農作業ヰのなばあさんの 正月を過して戻ったら富山が真っ白い雪の ・ー面K塗ら
富山弁混じbの話などと， 色々と富山県の様子が描か れ， 全く夢のように一変していた。 以来近年Kない豪
れた。 丑満時K地球の反対側から伝わって来たとの番 雪K苦しめられた富山の人々Kは済まないが， 私Kは
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自然の威力をよく感じた 思い 出深い冬であった。































わが教育学部は， 去る10月20, 21日の両自にわたb 一泊二日という日程のため， 参加者にとってはとて
合宿研修を実施しました。今回は， 五箇山青少年旅行 も慌しかったのではなかったかと思いますが， 今まで
村と能登の鹿島荘K分れて実行されました。 交流の少なかった同朋との会話や活動はいろんな面で
五箇山の方は， 『教官と学生， 学生聞の親睦を計る』 参考Kなったのではないでしょうか。
という目標だったのですが， 教育実習からの解放とい 鹿島荘では， この合宿を教育実習の反省会から実習
う意味合いが強くなった様K感じました。一日目， 出 の骨休め，つまり，リクレーション的要素の強いもの
発当初K心配されていた雨も上がb 各コースK分れ Kしようという ζとで企画されていきました。初日は，
て活動しました。 ハイキング， 社会学習， 陶芸， 民謡 2 時間l単位とする言t4時間の間， 水泳， たと作.b ' 
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本年度のスキー講習会は， 去る1 月 7日から13 日ま
での1 週間にわたb，白銀招〈志賀高原フ・ナ平スキー
場をヰ心として行われた。
書名は＂KAMUSI YA KI SWAHILI→CIJAP.ANI � 特に今年は豪雪のため実施が危ぶまれる点もあった
人類学のフィールドワークを通してスワヒリの世界K が，無事終了することができました。
住む著者の，スワヒリ語（ 東アフリカ ・タンザニヤの とれはひとえに指導教官並びに体育会の諸君の尽力
共通語）の紹介をかねた，活きた辞典。 約12, 000 語 Kよるものと深く感謝いたします。
収載。 表紙見返しK著書のスクッテがある。 文部省科 く〉スキー講習会に参加して








ポリショイ ・ドラマ劇場の演 出家である著者の， パスの都合で参加できない人も一割前後いたようでし
「三人姉妹」の舞台稽古田記と，演 出論「古典と時代 た。 ただ 出発の日の朝， 降b続いていた雪の 切れ間K
感覚」からなるO 訳者の付けられた副題「テェーホフ ちょっと顔を 出した太陽を見て，いい予感を感じつつ
演劇の今日性J V'Lよb，翻訳の意図は明瞭である。 白 志賀高原K向かうパスK乗り込みました。
馬書房干IJo 1, 500円。 予定よbも大幅K遅れて宿泊所K着きましたが，今








期 日 昭和 5 5年1 1月22日住〉～24日（月）〔z泊 8日〕が 出て来ると回bの景色がようやく目K入るようにな
場 所 石川県能美郡辰口町旭台 bました。 標高の高い西館山へリフトで登っている時
金沢大学辰口共同研修センター にふと空を見上げると， 今まで見たこともない色をし
研修生 体育会役員及び運動部リーダーの学生約80名 た空が目K入b， 思わず「わー」と叫んでしまいまし
指導助 言者 学生部長 教 授 岩澗j富治 た。 コバルトブルーとか青色とかという濃さではなく
教育学部 II 田中 久雄 群青色というか紺色というか，まるで陽が沈んだ後，
II 助 教授 ヰ川 孝 だんだん閣が迫って来て， 夕焼けの明るさが全くなく
II II 山下 三郎 なった時の空の 色のようでした。 西館山からの眺めも
II II 横山 泰行 すばらしく，雪を被った白馬連峰を眼下K，華麗にと
教 養 部 教 授 有沢 一男 はいきませんが伊jとか滑って下bられるのは気持 ちの

























全 日目， 5 日目はひどい吹雪Kなb， 膝以上の新雪










1, 2, 8年次生は， 各学部の学務係（教養部にな
いては学生係）で， 昭和 56年度の査証を行いますので
必ず受けてください。
もそうだったのか， 同じなんだなあdと急Kスキ－� な金， 査証を受けない学生証は無効となタます。
。昭和 5 6 年度 富山大学入学志願者数調
学 部 学 科 ・ 課 程
人 文 づ，».ら一 科







経 済 づ，..，，.一， 科
経済学部 経 営 で舟f: 科経 営 法 づ，..，，.」， 科
言T
数 づ，，.，，ー， 科
物 理 ヴ，..，，ー.， 科
理学 部 イヒ
マA担ー， 科
生 物 ヴA以，ー 科
地 球 科 寸，».らー 手ヰ
言T
電 気 工 戸4テ出宅 科
工 業 化 づAι」， 手ヰ
／立＼ 属 工 弓ρ＂＂」， 手ヰ
工学 部 機 械 工 学 科生 産 機械工 学 科
イヒ て� 工 $ 手ヰ






教 養 部 II 奥貫晴弘
昭 和 5 5 年 度 昭 和 56年度 備 考募集人員 志願者数 倍率 募集人員
80 316 3.9 5 90 
80 219 2.7 4 80 
160 53 5 3.34 17 0 
14 0 302 2.16 140 
50 146 2.92 50 
20 11 5 5.7 5 20 
30 11 0 3.6 7 30 
240 673 2.80 240 
120 29 5 2白6 120 
120 480 4.00 120 
60 130 2.17 60 
300 90 5  3.02 300 
40 104 2.60 40 
40 7 5  1.88 40 
会O 70 1.7 5 40 
30 56 1.8 7 30 
30 5 7 1.9 0 30 
180 362 2.01 18 0 
50 133 2.66 50 
4 5  238 5.29 4 5  
40 213 5.32 40 
50 14 5 2.90 50 
40 134 3.3 5 40 
40 127 3.17 40 
40 1 5 5 3.88 40 
30 5 l,14 5 3.7 5 30 5 
l.18 5 3,6 20 3.0 5 1,19 5 
人文学部 教授 山口 博
理 学 部 II 松本賢一
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志願者数 倍率


























3 ,021 2.5 
教育学部 教授 大塚恵一
工 学 部 ,,. 市村昭二
